
バ
イ
ク
の
森



洪水吐からの放流

浄水場

過去の瀬切れの様子

（水が少なく流れが無くなること）

ダムに入ってくる水の大
部分をダムに貯めながら
一部を下流に流します。

台風やゲリラ降雨等で一度
にたくさんの水がダムに
入ってきます。

浦山ダム二瀬ダム

埼玉県秩父市には、４つの大きなコンクリートダムがあります。

合角ダム

　各ダムに行くともらえます♪

←〔ダムカード〕

■ダムの設備

滝沢ダム

                    ダム下流へ放流するときの

水の勢いを利用して電気を起こします。

　　　　　　　　　　　　　　　ダムにより新たに水道用水として使う

ことができるようになった水を下流へ送ります。

　　　　　　　　　　　　　　　たくさんの水が一度に荒川の下流に流れ

ないようにダムで水量の調整を行い、下流の洪水による被害を軽減します。

首都圏を支える川、荒川。水を集める範囲は「荒川流域」。そしてそこは、
河川が増水したときなどには大きな影響を受ける場でもあります。日本
の人口・産業の約 3 分の 1 が集中している首都圏を縦断する荒川流域は、
東京都と埼玉県にまたがっており、河川延長１７３ｋｍ、面積２９４０
ｋｍ２、人口９３０万人、人口密度約３１６０ /ｋｍ２。流域内資産額は
約１５０兆円になります。（平成１４年３月河川現況調査より）　そのため、荒川
は、治水（洪水防御）、利水（水供給）の面からも、極めて重要な河川
といえます。

　　　　　　　　　　　　　　　ダムに貯めた水を、雨の少ない時に川

に流し、水の不足（渇水）を防ぎ、あわせて川の自然環境を守ります。

荒川の洪水（1999 年９月）

ダムから流れる量
毎秒１１０立方メートル

ダムに貯めている量
毎秒８９０立方メートル

ダムへ流れてくる量
毎秒１，０００立方メートル

常用洪水吐からの越流（毎秒約３立方メートル）

ダム地点の計画高水量毎秒１,０００ｍ３のうち８９０ｍ３をダムで調節し、ダム下流域の洪水被害の軽減をはかります。

     階 段 に も、写 真
が展示されています。

     堤体下左岸側に
ある監査廊の入り口。

監査廊 / エレベーターにつづく連絡通路
は一般に解放され、浦山ダムにちなんだ
ギャラリーになっています。

▲清水（せいすい）バイパス
洪水などでダムの水が濁っても、
貯水池上流のきれいな水を下流
へ流せるよう、貯水池沿いに整
備された約６．０ｋｍのバイパ
ス水路。

非常用洪水吐常用洪水吐
選択取水塔

秩父さくら湖

                                                       浦山ダムは、埼玉県秩父市荒川久那（旧秩父郡荒川村）の荒川

水系浦山川に建設された多目的ダムで、管理開始は平成 11 年 4 月です。

見学ルート

東京ドーム約１９杯分
の洪水を貯めることが
出来ます。


